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1　は　　し　　が　　き

寒冷地に適した複合採卵養鶏の安定生産技術確立のため，

ロード交雑鶏に適する初産臼令を求めるものである。なお，

本式県は東北6県が協定して実施しているが，ここでは青

森県の成軌こついて報告する。

2　材　料及　び　方　法

供試鶏は1981年4月22日ふ化のZX（DXP）の3元雑阻

試厳期間は育成期をえ付けから154日令までとし，表1のとお

り制限給餌（以下制限）の解除と点灯の処理を実施した。成

鶏期は155日令から504日令までとし，10週ずつ5期に分

けた。
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管理はえ付けから34日令まで電熱式立体育雛器で飼育し，

35日令に7区に分けて中大雛用ケージに，43日令より154日

令時自由区比体重70％を目途に制限を開始し，89日令に成

鶏舎単飼ケージに収容した。点灯は各開始日令より日長14．5

時間一定とし，それ以前は自然日長下で飼育した。

飼料はえ付けから28日令まで市販配合飼料幼雛用（CP19

％，TDN，73％）を，29日令から154日令まで大雑用（CP14

％，TDN，66％）を給与した。その他の管理と防疫プログラ

ムは当場慣行法に準じた。

データの分析は1～6区について2元配置の分散分析法

とし，141日解除区は100日点灯区を設けなかったので，

2，4，6，7区の125日点灯で比較し，計測されたデータの
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平均値間に有意差のあるものはTurkeyの多重検定を行った。

3　結果　及　び　考　案

1　育成期

（l）飼料摂取髄と体重

表2　飼料摂取量と体重
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1　　　9．85

2　　　　9．77

（平均）（9．81）
3　　　　7．62

4　　　　7．62

（平均）（7．62）　2．19
5　　　　6．38

6　　　　6．38

（平均）（6．38）　3．43
7　　　　7．11　　2．70
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飼料摂取蔓と154日令時体重は表2に示したとおりで，

自由区平均9．8晦，1∬臼解除区平均6．4毎141日解除区

7・1枚120日解除区平均7．6吻となり，節減量は解除が遅

いほど大きくなった。

体重は，154日令時自由区比体重70％を目途とした制限

であったが，120日解除区87．9％，141日解除区82．9％，

155日解除区71．9％の頓で，分散分析の結果，交互作用と

点灯による有意差はなく，解除間で自由区，120および155

日解除区各々に，また141日解除区は120日解除を除いた

各区との間に有意差が認められ，解除が早いほど体重制限

の割合は小さくなった。

2．成鶏期

（1）1～6区の平均値

1）初産と50‰産卵状況

初産と50％産卵時の日令，卵重及び体重を表3に示した。

制限によろ初産の遅れは，120日解除区17・5日，15寧日

解除区32・7日であり，50％産卵はそれぞれ11．5日，25．4日

となり，解除が早い程初産と50％産卵は早まる傾向を示し．
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衷3　初産50％産卵状況

区
初　　　産　　　　　　50％産卵
日令　卵重　体電　日令　卵重　体重

制

限

自 由 13 8 6 8　 4 0．1 8 1．6 0 4 1 4 7．3 8　 4 2．0 8 1．6 0 7 8

1 20 15 5．1 8 b　 4 3．O b l．5 17 1 5 8 8 8 b 4 6．4 b l，4 7 3 b

1∬ 17 1．3 b　 4 4．0 も 1．5 19 1 7 3．O b　 4 7．5 b l．4 8 6 b

点

灯

10 0 15 3．8　　 42．1 1．5 4‘ 15 9．5　 4 5．1 1，5 2 6

1 2 5 1 5 6．9＊　 42．6　 1，5 4＄ 1 5 9．8　 4 5．5　 1，5 19

注．＊と異符号間に5％水準で有意差有り

自由区と155日解除区に有意差が認められた。点灯の効果

は初産日令で100日点灯区が2．5日125日点灯区より有意

に早まったが．50％産卵日令はいずれも約160日で差がな

かった。

初産卵重は自由区40．1才，120日解除区43．0才，155日

解除区44．0才で，自由区と制限2区の間に有意差があり，

また，50％産卵時も同じ傾向を示し，初産の遅れが卵重の

増大を招く一般的候向が認められた。卵重への点灯の効果

は認められなかった。

初産体重は制限区が自由区より小さいが有意差はなく，

体重がある程度のらないと産卵を開始しないことがうかが

えた。制限区は50％産卵時で自由区より有意lこ，また初産

時より小さくなり，産卵初期には自由区より体力の消耗が

大きいことがうかがえた。体重への点灯の効果は認められ

なかった。

なお，いずれも交互作用には有意差がなかった。

2）産卵率（へンディー）

期別の産卵率は表4のとおりで，いずれも交互作用に有

意差はなかった。

義4　産卵率（ヘンヂィー）

区　　　Ⅰ　　　Ⅱ　　　Ⅲ　　　Ⅳ　　　Ⅴ　　　全

制

限

自由　 86．1　 86．3　 82．18b　 75．3　 62．38b　 79．5

120　 8 1．1　 87．7　 80．S a　 74．0　 6 0．3 8　　 78 0

15 5　 64．5　　 90．7　 86，8 b　 80．8　 70．9 b　　 79．4

点 100　 77．9　　 88 0　 82．8　　 74．2　 6 2．5　　　 78．4

灯 12 5　 76，6　　 88 5　 83．4　　 79．1　 66．5　　　 79．8

注．異符号間に5％水準で有意差有り

155日解除区は初産の遅れにより■もⅠ鵜で他区よりも有意

に低い64．5％であったが，Ⅱ期のピーク時以降最も優れ，

全期平均では自由区とほぼ同じ79．4％で，一連の成績の憤

向と一致した。また，初産の遅延幅の小さい120日解除区

は，Ⅰ期で811川と自由区に近いが，その後ピークの伸び

も産卵持続性も劣り，Ⅱ期で87．7％と自由区を上回ったも

のの．Ⅲ期以降で最も低く推移し．Ⅲ期とⅤ期に155日解

除区との間に有意差が認められ，全期平均でも有意差はな

いが780％と最も低く，高産卵は期待できないものと患わ

れる。

点灯の効果は，初産の早い100日点灯区はピークも早い

が，高産卵を維持できず加令による低下も125日点灯区よ

り早く，全期平均で有意差はないが低い成績となった。点

灯の効果は，開始日令時の自然日長時間が主に関係するが，

他の要因も考えられろので今後の検討を待ちたい。

なお，飼料摂取量の制限と点灯の差は僅少で．日産卵量．

飼料要求率とも産卵率と同じ傾向を示した。

（2）141日解除125日点灯区

1）初産の状況

初産と50％産卵時の日令．卵重および体重は衰5のとお

りである。

表5　初産・50％産卵状況

区
初　　　産 βロ

グ産％OS

重体重】Hurログ令日東体臭収令日
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初産及び50％産卵日令はそれぞれ163．9札164．5日で，

120日解除区と155日解除区のはば中間となり，各区に有

意差が認められた。卵重はいずれも他の制限区との差がみ

られず，体重は1，502．0タ，1．472．1才と最も小さいが有意

差はなかった。

2）産卵率（へンディー）

期別の産卵率を表6に示した。初産の遅延幅が120日解

義8　産卵率（へンディー）

区　　Ⅰ　　　Ⅱ　　　Ⅲ　　　Ⅳ　　　Ⅴ　　　全

自由　87．38　87．3　83．28b　78．9
120　81＿28　　87．7　79．38　　77．6

155　61．4b　　90．3　87．的b　81．1
141　75．38b　93．4　89．5b　　84．7
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7注．異符号間に5％水準で有意差有り

除区と155日解除区の中間であったことから，Ⅰ期では75．3％

と155日より高く120日解除区より低いが，Ⅱ期のピーク期

で93．4％と有意差はないが他区より優れ，Ⅲ期では89．5％

で低下の早い120日解除区より有意に高く，Ⅳ期．Ⅴ期とも

最も高く，全期平均で有意差はないが，83・8％の好成績と

なった。

なお＼飼料摂取量は他区との差が僅少であり，日産卵量，

飼料要求率とも産卵率同様有意差はないが他区より優れた。

4　要　　　　　　　約

制限の解除時期と点灯の組合せにより，ロード交雑掛こ

適する初産日令を求めた結果，141日解除125日点灯区が

初産日令は163＿9日と120日解除区と155日解除区のほほ

中間で，産卵成績は全期平均で有意差はないが地区よりも

優れ．4月ひなの持株になるものと考えらえた。




